















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  234  －－  235  －
近
藤
和
彦
　
著
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
青
木
）
思
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
史
で
そ
の
よ
う
な
統
一
性
を
さ
さ
え
る
要
素
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
本
書
の
な
か
に
も
、
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
例
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
（
７
）
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
て
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
名
誉
革
命
の
説
明
の
と
こ
ろ
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
。
「
王
、
貴
族
院
、
庶
民
院
」
の
三
要
素
か
ら
な
る
混
合
政
体
、
中
世
末
の
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
が
と
な
え
た
「
政
治
共
同
体
と
王
に
よ
る
統
治
」が
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
国
制
の
原
則
は
、
修
正
を
加
え
比
重
を
移
し
な
が
ら
、今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
（
一
四
二
頁
）
　
こ
の
引
用
文
に
あ
る
混
合
政
体
論
に
は
、
ま
さ
に
変
化
と
継
続
の
両
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
古
代
の
歴
史
家
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
本
書
（
少
な
く
と
も
そ
の
後
半
部
）
を
貫
く
ひ
と
つ
の
筋
と
し
て
強
調
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
本
書
が
描
く
イ
ギ
リ
ス
史
の
流
れ
に
も
っ
と
統
一
性
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
以
上
、
本
書
の
特
長
を
確
認
・
評
価
し
た
う
え
で
、
そ
の
特
長
ゆ
え
に
、
新
書
版
の
イ
ギ
リ
ス
史
の
通
史
と
し
て
は
少
し
疑
問
に
感
じ
た
点
を
率
直
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
意
を
つ
く
し
き
れ
て
い
な
い
憾
み
が
残
る
が
、
本
書
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
本
稿
を
と
じ
た
い
。
－  235  －
史
苑
（
第
七
五
巻
第
一
号
）
註（１
）
本
書
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
の
第
三
刷
に
お
い
て
種
々
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
評
は
、
基
本
的
に
は
一
三
年
一
二
月
の
第
一
刷
に
よ
っ
て
い
る
。
（
２
）
拙
評
が
本
書
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
●
●
史
10
講
』
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
の
一
著
と
し
て
本
書
が
書
か
れ
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
著
者
が
、
本
書
と
『
フ
ラ
ン
ス
史
10
講
』・『
ド
イ
ツ
史
10
講
』
の
相
違
点
も
強
く
意
識
し
て
お
り
、「
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
違
い
と
い
う
よ
り
、
著
者
の
世
代
と
歴
史
感
覚
の
違
い
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
」（
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
点
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
著
者
自
身
に
よ
る
本
書
の
註
解
論
文
、
近
藤
和
彦
「
註
釈
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
上
）
─
ま
た
は
柴
田
史
学
と
の
対
話
─
」『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
・
文
学
研
究
科
』
第
三
〇
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、著
者
は
、同
論
文
の
後
半
部
分
で
は
、
本
書
の
第
４
講
ま
で
の
部
分
に
関
し
て
、
叙
述
を
補
い
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
論
拠
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
第
５
講
以
下
に
つ
い
て
は
、
同
紀
要
の
続
号
に
掲
載
予
定
）。
（
３
）
そ
の
よ
う
な
限
定
を
付
し
た
著
作
の
近
年
の
例
と
し
て
は
、
秋
田
茂
著
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
）、
川
北
稔
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
講
義
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。
（
４
）
日
本
語
で
読
め
る
イ
ギ
リ
ス
史
を
通
観
し
た
新
書
と
し
て
は
、
訳
書
で
あ
る
が
、
ア
ン
ド
レ
・
Ｊ
・
ブ
ー
ル
ド
著
（
高
山
一
彦
・
別
枝
達
夫
共
訳
）『
改
訂
新
版
　
英
国
史
』（
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、一
九
七
六
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）
こ
う
し
た
評
価
が
、専
門
が
著
者
と
近
い
評
者
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
歴
史
学
界
で
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
の
傍
証
と
し
て
、
本
書
が
、
二
〇
一
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
史
学
雑
誌
』
第
五
号
「
二
〇
一
三
年
の
歴
史
学
界
　
回
顧
と
展
望
」
の
「
総
説
」（
小
松
久
男
氏
執
筆
）
や
「
歴
史
理
論
」（
吉
澤
誠
一
郎
氏
執
筆
）
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
（
６
）
著
者
自
身
、
本
書
本
文
中
に
研
究
者
を
多
く
登
場
さ
せ
つ
つ
も
、
典
拠
表
示
な
ど
が
で
き
て
い
な
い
点
を
問
題
視
し
て
、
前
掲
の
「
註
釈
『
イ
ギ
リ
ス
史
10
講
』（
上
）
─
ま
た
は
柴
田
史
学
と
の
対
話
─
」
を
す
で
に
発
表
し
、
そ
れ
に
続
く
（
下
）
の
刊
行
を
二
〇
一
五
年
春
に
予
定
し
て
い
る
。
（
７
）
本
評
の
本
文
で
言
及
し
た
混
合
政
体
論
の
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
論
点
が
あ
り
う
る
。
評
者
が
挙
げ
た
い
も
う
ひ
と
つ
の
候
補
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由(
主
義
）
の
伝
統
で
あ
る
。
著
者
は
、フ
ラ
ン
ス
革
命
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
い
を
首
相
と
し
て
指
導
し
た
小
ピ
ッ
ト
を
「
自
由
主
義
者
で
あ
る
」（
二
〇
四
頁
）
と
断
言
す
る
が
、
一
般
に
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
者
の
系
譜
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
ピ
ッ
ト
の
ラ
イ
バ
ル
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
こ
の
興
味
深
い
食
い
違
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
（
主
義
）
の
と
ら
え
方
を
、
前
後
の
時
代
に
ま
で
広
げ
て
、
よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
考
察
す
る
可
能
性
を
提
起
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
本
学
文
学
部
教
授
）
